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自血病の研究は多岐にわたり， かっその進歩は速い。� 1973年ドイツの� Wilsede

で関かれた血液学に関するいわ中る� Wilsedemeetingが，回を重ね1980年には第� 

4司を数えるに至づた。本書はこの� meetingの全報告を� Neth博士らによりまと

めたもので，� rHaematology and Blood TransfusionJ第26巻の詩集となってい

る。内容は白血病，悪性リンパ題の蕗床，染色体， 結胞生物学， 免疫学， ワイノレ

ス学，分子生物学の各分野にわたっている。

第� 1章は� iBloodJの編集長も勤め，飛行機事故で亡くなった故� FrederickSto-

hlman Jr.に対する追淳講演で，最初に� Kleinによ予ネズミおよびヒト� Pンパ腫

の発生にお汀るウイ/レス転換と脅殊な結抱遺伝学的変化の相関的役割がのべられ，

ノ守ーキット撞蕩をはじめとする豊富な遅去の成績をもとにした綜説がなされた上

で， 結局ワイルス誌化学的， 物理的腫蕩惹起因子と同様に腫場発生の口火となり

得， その主な役欝は長期間生存する前腫蕩結胞の確立にあること， 特殊な遺伝学

的変化が話題凄細抱から顕性腫蕩結抱への移行に関連があること， 結胞遺伝学的

変イヒが麗蕩増殖を提がす遺伝子とそれを盟iとする遺信子の開の均衡を変えること

により#用すること等が撞蕩発生の基本となるとしている。次に� Kaplanはホジ

キン氏病を生物学的，免疫学的苦から論じ ホジキン締臨， リード・ステノレンベ

ノレグ巨細胞の本質， ならびに本疾患の拡が予が単源'注に発生し， リンバ行性に進

展して行くことを本疾患が麗療であるという立場から論じている。

第� 2章は臨床に寵する論文が21篇納められており， 白血病の染色体， 前白血病

状襲，� Terminal deoxynucleotidyl transferase，北学療法，骨髄移植，� T細胞自血

痕などの現在臨床面で最も話題に富む問題が簡潔に記述されている。

第� 3章はリンパ麗の籍組遺伝学に関するものが� 15篇ある。 ことに� Purtiloは免

疫不全と多クローン性リンパ増殖を特徴とし， 遂にはリンパ麗あるいはヲンパ肉

腫へ移行する� EpsteinBa主主ウイルスが関孫する� X-linkedlymphoproliferative 

syndrorne (Duncan's disease)について興味ある報告をしている。

第4章は細糧生物学，免疫学的方面についての論文が31篇のせられている。細

胞培養を使った血譲幹組胞や白血病締躍の分化，成熟に関する研究が多い。「顕微

鏡を使わない血液学」 として，� I日来の形態学を基盤として考えられていた血液紹

胞の発生，分化，成熟の考え方を書き改めて来たこの分野も， まだ未知の問題を

残している。

第5章は血夜学の大きな命題となっている白血病， 悪性リンパ麗の病因を考え

る上に重要なウイルスに関するもの， 分子生物学に関するものが� 32篇納められて

いる。動物自車病とウイノレスに関する論文が多く， ヒト自血病については少ない

のがさびしい。ただ� Galloらによる新しい� retrovirusであるヒトT組胞予ンパ腫

一白血病ウイルス� (HTLV)がヒトの� T-細胞リンパ麗一吉血病で発見されたと

いう報告が注吾される。

以上，本書は学会の記録であるので，内容は非常に広い分野にわたっているが，

論文はいずれも簡潔で要領よくまとめられてお予， 今日の自車病および悪性ヲン

パ題に関する臨床，基礎研究の最先端の事実を窺い知るのに組好の著書と云える。
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